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表紙

上記事項につきましては、法令及び当社定款第24条の規定に基づき、書
面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しており
ません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求をしていない株主様に
は、アクセス通知のみお送りいたします。

第17期定時株主総会

その他の電子提供措置事項(交付書面省略事項)

連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表

計 算 書 類 の 個 別 注 記 表

第17期

(2024年４月１日から2025年３月31日まで)

住石ホールディングス株式会社
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連結注記表

連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）

１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数及び主要な連結子会社名

連結子会社の数 ４社

連結子会社名 住石貿易株式会社

　住石マテリアルズ株式会社

　ダイヤマテリアル株式会社

　泉山興業株式会社

(2) 主要な非連結子会社名 該当なし

２. 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数及び会社名

　　　　持分法を適用した非連結子会社 該当なし

　　　　持分法を適用した関連会社の数 １社

会社名 新居浜コールセンター株式会社

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社名等

　　　　持分法を適用しない非連結子会社 該当なし

持分法を適用しない関連会社 該当なし

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

 その他有価証券

  市場価格のない株式等以外のもの  時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定）

  市場価格のない株式等        移動平均法による原価法

② デリバティブ

　　時価法
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リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を適用しております。

③ 棚卸資産

総平均法による原価法

なお、貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定しております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

採石事業部門及び一部の子会社

定額法

上記以外の資産 定額法及び定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物

（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１日

以降に取得した建物附属設備及び構築物につい

ては、定額法

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法

③ リース資産

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失の発生に備えるため､一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収の可能性を検討して回収不能見込額を

計上しております。

② 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見

込額に基づき計上しております。

③ 役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込

額に基づき計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

　　連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末

自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

－ 2 －
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(5)重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法 外貨建予定取引及び外貨建金銭債権債務につい

ては繰延ヘッジ処理によっております。

なお、為替予約が付されている外貨建金銭債権

債務については振当処理を行っております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象 外貨建予定取引及び外貨建金銭債権債務の為替

変動リスクに対して為替予約取引をヘッジ手段

として用いております。

③ ヘッジ方針 会社が業務遂行上さらされる市場リスクを適切

に管理することにより、リスクの減殺を図るこ

とを目的にリスクヘッジを行っております。

④ ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ対象とヘッジ手段を直接結びつけてヘッ

ジ有効性を評価しております。

(6) その他連結計算書類作成のための重要な事項

 　グループ通算制度の適用 グループ通算制度を適用しております。

(7)収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主

な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の

時点）は以下のとおりであります。

①石炭事業

石炭事業においては、主に石炭の販売を行っており、商品の引き渡し時点で顧客が

当該商品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、

商品の引き渡し時点で収益を認識しております。

なお、商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、顧

客から受け取る対価の総額から仕入先への支払額を差し引いた純額で収益を認識し

ております。

②新素材事業

新素材事業においては、工業用人工ダイヤモンドの販売を行っており、商品及び製

品の引き渡し時点で顧客が当該商品及び製品に対する支配を獲得し、履行義務が充

足されると判断していますが、出荷時から当該商品及び製品の支配が顧客に移転さ

れる時までの期間が通常の期間であるため、出荷時に収益を認識しております。

－ 3 －
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(１)処分期日 2024年７月22日

(２)処分する株式の種類及び数 当社普通株式　16,700株

(３)処分価額 １株につき　1,384円

(４)処分価額の総額 23,112,800円

(５)株式の割当ての対象者及び
その人数並びに割り当てる
株式の数

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く）

３名　13,700株

当社の執行役員　　　　２名　3,000株

(６)その他
本自己株式処分については、金融商品取引法に基づき
有価証券通知書を提出いたしました。

③採石事業

採石事業においては、砕石の販売を行っており、製品の引き渡し時点で顧客が当該

製品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、製品

の引き渡し時点で収益を認識しております。

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

当社は、2024年６月27日開催の取締役会において、下記のとおり、譲渡制限付株式

報酬としての自己株式の処分（以下「本自己株式処分」又は「処分」という。）を行

うことについて決議し、2024年７月22日に処分を実行しました。

処分の概要

－ 4 －
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（表示方法の変更に関する注記）

　当社グループは、従来、海外事業部にてWambo Coal Pty Ltd(豪州ワンボ社)の石炭

に係る日本国内向け販売促進等を実施していたことから、豪州ワンボ社からの利益分

配金については当社グループ主力事業である石炭事業に付随する収益として売上計上

していました。

　一方、当第１四半期連結累計期間より株式会社麻生（以下、「麻生」という）が親

会社となり、また、当第３四半期連結累計期間において、麻生による当社への議決権

比率が高まり、当社の麻生グループ内での重要性が高まったため、親会社の計上区分

に統一することを目的として、当連結会計年度より当該利益分配金を営業外収益の区

分に受取配当金として計上することとなりました。

(追加情報）

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に

国会で成立し、2026年４月１日以後開始する連結会計年度より「防衛特別法人税」の

課税が行われることになりました。これに伴い、2026年４月１日以後開始する連結会

計年度以降に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金資産及び繰延税金負債につ

いては、法定実効税率を30.6％から31.5％に変更し計算しております。

　この結果、繰延税金負債（繰延税金資産の金額を控除した金額）が7百万円、再評価

に係る繰延税金負債が4百万円、法人税等調整額が0百万円、それぞれ増加し、その他

有価証券評価差額金が7百万円、土地再評価差額金が4百万円、それぞれ減少しており

ます。

（会計上の見積りに関する注記）

１.投資有価証券に計上したWambo Coal Pty Ltd(豪州ワンボ社)のＢクラス株式の評価

（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

当連結会計年度において、投資有価証券の評価損は計上しておりません。

（2）会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

当社の子会社である住石マテリアルズ株式会社は、豪州の石炭鉱山の運営会社であ

る豪州ワンボ社のＢクラス株式25百万株を保有しており、投資有価証券に当連結会計

年度末現在、残余財産分配権のない外貨建の株式として2,350百万円計上していま

す。
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場所 用途 種類 減損損失（百万円）

北海道歌志内市 遊休資産 土地 0

北海道三笠市 遊休資産 土地 8

北海道赤平市 賃貸用資産 土地 425

福岡県飯塚市 賃貸用資産 土地 52

１. 有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を含む） 2,101百万円

個人住宅ローン 借入金 34百万円

豪州ワンボ社のＢクラス株式の評価はワンボ社の財政状態、経営成績及び将来の配

当可能性等を考慮して決定される必要があります。

当該見積りは、豪州ワンボ社の将来の業績が見積りと異なる場合には、翌連結会計

年度以降の連結計算書類において投資有価証券の金額に重要な影響を与える可能性が

あります。

２.固定資産の減損

（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（2）会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

当社のグルーピングは、独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位で行って

おります。この場合、管理会計上収支計算が分離されていること、物理的に分離され

ていること、主要な資産が相互補完的でないこと、遊休資産・共用資産であるか等を

考慮して合理的なグルーピングを行い、原則として毎期継続して適用しております。

当連結会計年度において、事業の用に供していない遊休土地の資産グループ及び賃

貸用土地のうち時価が著しく下落した資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失（486百万円）として特別損失に計上しました。

なお、当資産グループの回収可能価額は、不動産鑑定評価書及び不動産鑑定評価額

に基づき固定資産税評価額の変動率等を用いて補正・評価した正味売却価額等により

測定しております。

（連結貸借対照表に関する注記）

２. 保証債務及び手形遡及債務等

　  下記のとおり債務保証を行っております。
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普通株式 67,222,853株

３. 事業用土地の再評価差額金計上額

　　土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布　法律第34号）に基づき、事業用

の土地の再評価を行っております。

再評価を行った年月日　　　　　1998年３月31日

同法律第３条第３項に定める再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日布　政令第119号）第２条第４

号によるところの地価税の計算のために公表された方法により算定した価額に合理

的な調整を行う方法といたしましたが、一部については、同条第２号によるところ

の国土利用計画法施行令の規定により判定された標準価格に合理的な調整を行う方

法、ないし、同条第５号によるところの鑑定評価による方法としております。

同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末における時価

の合計額と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額

　当連結会計年度末において、再評価を行った土地の時価が再評価後の帳簿価額を

上回っているため、差額を記載しておりません。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

１. 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

２. 配当に関する事項

(1)配当金支払額

・普通株式の配当に関する事項

① 決議　　　　　　　2024年５月15日取締役会

② 配当の総額　　　　　　　　　 3,086百万円

③ 配当の原資　　　　　　　　　　利益剰余金

④ １株当たりの配当金　　　　　　　60円00銭

⑤ 基準日　　　　　　　　　　2024年３月31日

⑥ 効力発生日　　　　　　　　2024年６月６日
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・第二種優先株式の配当に関する事項

① 決議　　　　　　　2024年５月15日取締役会

② 配当の総額　　　　　　　　　　　14百万円

③ 配当の原資　　　　　　　　　　利益剰余金

④ １株当たりの配当金　　　　　　　２円00銭

⑤ 基準日　　　　　　　　　　2024年３月31日

⑥ 効力発生日　　　　　　　　2024年６月６日

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年　 

度となるもの

　 2025年５月15日開催の取締役会において、次のとおり決議いたしました。

・普通株式の配当に関する事項

① 配当の総額　　　　　　　　　 1,794百万円

② 配当の原資　　　　　　　　　　利益剰余金

③ １株当たりの配当金　　　　　　　30円00銭

④ 基準日　　　　　　　　　　2025年３月31日

⑤ 効力発生日　　　　　　　　2025年６月６日
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（金融商品に関する注記）

１. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達に

ついては銀行借入による方針です。

デリバティブは、外貨建予定取引の為替変動リスクを回避するために利用し、投機

的な取引は行いません。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクにさらされております。

当該リスクに関しては、当社グループの与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管

理及び残高管理を行うとともに、取引先の信用状況や回収状況及び滞留債権状況を

定期的にレビューし、把握する体制をとっております｡

投資有価証券のうち､市場価格のない株式等以外のものは取引所における市場価格

の変動リスクにさらされていますが、定期的に時価を把握しております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であり

ます。

借入金は主に運転資金に係る資金調達であります。変動金利の借入金は、金利の変

動リスクにさらされております。

デリバティブ取引の状況については、通常の取引過程における外貨建予定取引の為

替相場の変動によるリスクを軽減するため取引先の要請があった場合に為替予約を

付しており、執行・管理については取引権限を定めた社内規程に従って行っており

ます。なお、投機的な取引及び短期的な売買損益を得る取引は行っておりません。

また、営業債務や借入金は、流動性リスクにさらされていますが、当社グループで

は、資金繰り計画を作成するなどの方法により管理しております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

該当事項はありません。

－ 9 －
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連結貸借対照表

計上額
時価 差額

投資有価証券 16 16 －

時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 16 - - 16

２. 金融商品の時価等に関する事項

2025年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれ

らの差額については、次のとおりです。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照

表計上額2,460百万円）及び関連会社株式（連結貸借対照表計上額330百万円）は、

「投資有価証券」には含めておりません。

また、現金は注記を省略しており、預金、受取手形及び売掛金、支払手形及び買掛

金、短期借入金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記

を省略しております。

（単位：百万円）

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　　金融商品の時価は、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じ

て、以下の３つのレベルに分類しております。

　　レベル1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格に

より算定した時価

　　レベル2 の時価：レベル1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプッ

トを用いて算定した時価

　　レベル3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ

ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベ

ルに時価を分類しております。

時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

－ 10 －
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連結貸借対照表計上額
当連結会計年度末の
時価当連結会計年度

期首残高
当連結会計年度

増減額
当連結会計年度

期末残高

4,244 △484 3,760 3,237

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引され

ているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

（賃貸等不動産に関する注記）

  当社の連結子会社である住石マテリアルズ株式会社では、東京都その他の地域にお

いて、賃貸用の土地等を有しております。2025年３月期における当該賃貸等不動産に

関する賃貸等損益は20百万円（賃貸収益は営業外収益に、主な賃貸等費用は営業外費

用に計上）であります。

（単位：百万円）

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を

控除した金額であります。

２. 当連結会計年度増減額のうち､主な減少額は、賃貸用土地、遊休地の減損損失

（△483百万円）、減価償却費（△1百万円）であります。

３. 当連結会計年度末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による

不動産鑑定評価書に基づく金額を基礎とし、その他の物件については第三者か

らの取得時や直近の評価時点の価格をふまえ、一定の評価額や適切に市場価格

を反映していると考えられる指標に重要な変動が生じていない場合には、当該

評価額や指標を用いて調整した金額によっております。

－ 11 －
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(単位：百万円)
報告セグメント

合計石炭
事業部門

新素材
事業部門

採石
事業部門

売上高
一時点で移転される財又は
サービス

9,558 278 429 10,264

一定の期間にわたり移転され
る財又はサービス

- - - -

顧客との契約から生じる収益 9,558 278 429 10,264
その他の収益 - - - -
外部顧客への売上高 9,558 278 429 10,264

１株当たり純資産額 468円75銭

１株当たり当期純利益 76円76銭

(収益認識に関する注記)

①収益の分解

②収益を理解するための基礎となる情報

「（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）４.会計方針

に関する事項、(7)収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

③当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

残存履行義務に配分した取引価格

当社グループにおいては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないた

め、実務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。

また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額は

ありません。

（１株当たり情報に関する注記）

－ 12 －
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個別注記表

１. 重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

有価証券

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法

(2) 固定資産の減価償却方法

 　①有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物

附属設備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得

した建物附属設備及び構築物については、定額法

②無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

(3) 引当金の計上基準

 　①賞与引当金　　 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、

支給見込額に基づき計上しております。

 　②役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支

給見込額に基づき計上しております。

(4) その他の計算書類作成のための基本となる重要な事項

 　　グループ通算制度の適用 グループ通算制度を適用しております。

(5) 収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内

容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下の

とおりであります。

当社は子会社に経営指導等を行う対価として経営指導料を収受しております。当該

履行義務は一定の期間にわたり充足される履行義務であり、時間の経過に応じて履

行義務が充足されると判断しているため、役務を提供する期間にわたり定額で収益

を認識しております。

－ 13 －
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百万円 内容

住石貿易株式会社 500 税関に対する関税等の延納

計 500

短期金銭債権 90百万円

短期金銭債務 10

売 上 高 233百万円

受取利息 28

受取配当金 8,145

普通株式 7,437,429株

（追加情報）

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に国会

で成立し、2026年４月１日以後開始する連結会計年度より「防衛特別法人税」の課税が

行われることになりました。これに伴い、2026年４月１日以後開始する事業年度以降に

解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金資産及び繰延税金負債については、法定実

効税率を30.6％から31.5％に変更し計算しております。この変更による影響は軽微であ

ります。

２. 貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産に係る減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　25百万円

(2) 保証債務

以下の連結子会社の金融機関等からの借入債務等に対し、保証をおこなっておりま

す。

(3) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

区分表示されたもの以外で関係会社に対する金銭債権又は金銭債務が属する項目ご

との金額は次のとおりであります。

３. 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

４. 株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

－ 14 －
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繰延税金資産

税務上の繰越欠損金 　　47百万円

子会社株式評価損 28

株式報酬費用 6

その他 10

繰延税金資産小計 92

評価性引当額 △83

繰延税金資産合計 9

繰延税金負債

その他 △2

繰延税金負債合計 △2

繰延税金資産の純額 7

５. 税効果会計に関する注記

(1)繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

(2)法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

　当社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場

合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12

日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計

の会計処理並びに開示を行っております。

－ 15 －
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（単位：百万円）

種類
会社等の
名 称

住 所
資本金
 又は
出資金

事業の内容
議 決 権
等 の 所
有 割 合

関 係 内 容
取 引 の 内 容

取 引
金 額

科 目
期 末
残 高役員の

兼任等
事業上の
関 係

子会社
住石貿
易 ㈱

東 京 都
港 区

100 石炭事業

所有
直接
100％

兼任
４人

経営指導
及び資金
支援

経営指導料の
受取　（※1）

182 － －

資金の貸付　
（※２）

11,000
関係会社

短期貸付

金
5,000

資金の回収　
（※２） 6,600

関係会社

長期貸付

金
1,221

貸付金利息の
受取
（※３）

28 － －

子会社
住石マ
テリア
ルズ㈱

東 京 都
港 区

100 資産の管理等 所有
直接
100％

兼任
４人

経営指導

経営指導料の
受取　（※1）

44 － －

受取配当金 8,000 － －

資金の貸付
（※２）

50
－ －

資金の回収　
（※２）

50

貸付金利息の
受取（※３）

0 － －

子会社
ダイヤ
マテリ
アル㈱

北海道
赤平市

90 新素材事業
所有
直接
100％

兼任
２人 経営指導

経営指導料の
受取　（※1）

2 － －

受取配当金 30 － －

子会社
泉山興
業 ㈱

青 森 県
上 北 郡
六 ヶ 所
村

90 採石事業
所有
直接
100％

兼任
２人 経営指導

経営指導料の
受取　（※1）

5 － －

受取配当金 115 － －

資金の貸付
（※２）

130
関係会社短

期貸付金
70

資金の回収　
（※２）

60

貸付金利息の
受取
（※３）

0 － －

６. 関連当事者との取引に関する注記

取引条件及び取引条件の決定方針等
(※１)経営指導料は、業務内容を勘案して決定しております。
(※２)運転資金として貸付けたものであります。
(※３)取引条件は、市場実勢を勘案して決定しております。

－ 16 －
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１株当たり純資産額 332円87銭

１株当たり当期純利益 147円04銭

７. 収益認識に関する注記

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記の（5）収益及び費用の計上基準をご覧

ください。

８. １株当たり情報に関する注記

－ 17 －
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